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 本研究では Li₂TiO₃試料を乾燥 CO₂ガス、湿潤 CO₂ガス、湿潤空気、大気、乾燥空気に曝露することによ

って、Li₂TiO₃の CO₂吸収特性を調べた。各雰囲気に曝露された試料は、重量測定及び非ラザフォード後方

散乱分光法(NRBS)を用いて、CO₂吸収量を評価した。 
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1. 緒言 

Li₂TiO₃はブランケット材料の有力な候補として考えられているが、室温で CO₂を吸収する性質を持つこ

とによりブランケット材料の役割であるトリチウムの生産効率が低下する可能性がある。このことより、  

Li₂TiO₃の CO₂吸収特性を詳しく研究する必要がある。Li₂TiO₃は H₂O との反応性がないとされているが、

我々の研究により、Li₂TiO₃の CO₂吸収特性は曝露雰囲気中の H₂O の影響を受けていることが分かってき

た。本研究では Li₂TiO₃試料を様々な雰囲気に曝露し、雰囲気中の H₂O が Li₂TiO₃の CO₂吸収に与える影響

を調べた。CO₂吸収量の評価には、重量測定と非ラザフォード後方散乱分光法(NRBS)の分析を用いた。 

2. 実験方法 

 Li₂CO₃と TiO₂を攪拌、焼結し Li₂TiO₃試料を作製した。これらの試料を室温で乾燥 CO₂ガス、湿潤 CO₂

ガス、湿潤空気、大気、乾燥空気に曝露し、一定時間毎に重量測定および NRBS 分析を行った。重量測定で

は、重量増加率を CO₂吸収量として、NRBS 分析では、炭素面密度を CO₂吸収量として評価した。 

3. 結果と考察 

 図 1 は、重量測定で得た各雰囲気に曝露された低密度試料における

重量増加率の時間変化を示したものである。縦軸は重量増加率、横軸

は曝露時間を表している。曝露雰囲気中の湿度は、湿潤 CO₂ガス 

（＞16,000ppm）、湿潤空気（＞16,000ppm）、大気（6,000~12,000ppm）、 

乾燥 CO₂ガス（＜5,000ppm）、乾燥空気（＜5,000ppm）の順に大きいの

で、試料全体での CO₂吸収量は、雰囲気中の CO₂量だけでなく、H₂O

量にも依存しているものと考えられる。 

図 2 は、NRBS 分析で得た各雰囲気に曝露された低密度試料における

炭素面密度の時間変化を示したものである。縦軸は炭素面密度、横軸

は曝露時間を表している。試料表面近傍での CO₂吸収量は、湿潤空気

曝露試料が乾燥 CO₂ガス曝露試料より大きくなっていることから、 

試料全体に比べて、雰囲気中の H₂O により強く影響を受けていると考

えられる。 

 これらの結果から、Li₂TiO₃試料の CO₂吸収量は、雰囲気中の CO₂量

だけでなく H₂O 量にも依存することが分かった。また、NRBS 分析に

よる試料表面近傍での CO₂吸収量は、試料全体に比べて、雰囲気中の

H₂O による影響が強く表れていると考えられる。 
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